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We Enjoy
Campus Life

ボートサークル
経験者2人、未経験者2人で今年度から
始めたサークル。梯川（中央キャンパス
から車で約7分）が主な練習場です。

achyon 
なかにし礼氏によって作詩された公立小松大学校歌のタイトルは「光より速き
われら」。ときに光速をも超える思念やインスピレーションが本学学生・職員
の spirit から発せられるよう念願し、本誌のタイトルとして選んだのが「タキ
オン」（Tachyon）である。Tachyon は、未だ確認されていない粒子であるが、
光より速い速度をもつとされ、ギリシャ語の「ταχ ύ ς（速い）」を語源とする。

学長　山本　博
（図出典：Institut for teoretisk Fysik）
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地域連携・地域貢献

公立小松大学の

2018 年の開学以来、本学ではさまざまな活動を通して地域と共に歩みを進めています。
地域に貢献し、地域によって支えられ、地方を共創する大学へー。取り組みの一部をご紹介します。

　ＪＲ小松駅東に位置するサイエンスヒルズこまつは、「もの
づくりの現場」と「科学の原理」を融合した体験型展示などを
通して、子供たちに理科や科学の面白みを伝える施設です。
　本学ではこれまで、「夏休み自由研究相談」や「体験教室」、「トー
クイベント」などで連携協力しています。また今年度は、生産
システム科学科の４年生が卒業研究の一環として、「ＡＩ」をテー
マにした新たな展示を開発中です（令和４年春展示予定）。 

　遊泉寺銅山跡周辺の鵜川町、遊泉寺町、立明寺町からなる「鵜
遊立エリア」の活性化を地域住民と共に考えています。令和 2
年度は、グループ別に活性化策
を検討し、行政や地域住民に提
案しました。今年度は、小松市
で開催される「日本遺産サミッ
ト」に向け、地域のマップの作
成を始めとする魅力発信に取り
組んでいます。

　高齢ドライバーによる事故原因の多くは操作不適とされ、適切
な時期に免許を自主返納することが求められていますが、自主返
納を迷う高齢者や家族も多くあります。梶原准教授が進めている
のは、AI を用いて、運転中に予期せぬ事態が生じたときの対応
力を測定し可視化する「動的対応力予測システム」の開発です。
　令和 2 年度は、小松市や小松市高齢者交通安全推進協議会の
協力のもと被験者を募集し、ドライビングシミュレータを使った
運転体験のなかで脳活動量と脈波を測定する実験を行いました。
今後は、公道での運転実験などを進めながら、免許返納の適切
な判断を支援するシステムの構築を目指します。

　看護学科の德田教授は「排便」を研究テーマに、同じく小松市
内で排

はい

泄
せつ

ケアの相談や人材育成などを行っている榊原千秋さん
や保健医療福祉関係者などと連携し、排

はい

泄
せつ

に関する様々な課題
解決に取り組んでいます。
　7 月には、「排便」をあえて「うんこ文化」として捉え、議論
や研究を進める場として「日本うんこ文化学会」が設立されまし
た（代表は榊原さん、副代表は德田教授）。これまであまり語ら
れることのなかった「排

はい

泄
せつ

」について、排便ケアを始めとして便
を気持ちよく出す文化の創成と発展を目指した新しい取り組みと
して、注目されています。
　11 月には、小松市内で第１回学術集会（学会の設立総会や講演、
講座、一般演題発表、シンポジウムなど）が開催されます。

日本遺産サミット in 小松　
11月	13日（土）・
　　　　14日（日）開催

KUTANism 2021　

9月18日（土）～
　11月14日（日）開催

◀看護の坂本教授（右）は、
ゼリーづくりを通して、
食の凝固の仕組みを子供
たちに解説（2020 年サ
イエンスフェスタ）

▲ 2020 年学長特別講座

九谷焼作家吉田幸生氏の
   工房「錦山窯」を見学▶︎

◀︎‌�ド ラ イ ビ ン グ シ ミ ュ
レータを使ったデータ
の収集

　「いくつになっても学びたい」、そんな市民の気持ちに応える
場として、2018 年から小松市と本学が連携して開催している
市民向けの生涯学習講座です。９月からの第４期講座では、「学
長・副学長特別講座」や「そくさいプロジェクト」、「中国語講
座」、「建設業のイノベーション講座」など、10 講座を本学教
員が担当します。

　九谷焼と、その産地である石川県能美市・小松市の魅力を発
信する祭典「KUTANism」。2019 年の企画段階から参加し、
これまで、学生によるガイドツアーや、九谷焼作家おすすめス
ポットをツアーに編集して発信するなどしてきました。３年目
となる今年は、会期中にサイエンスヒルズにブースを設けて学
生が常駐し、関連施設の案内や九谷焼のＰＲを学生目線で行い
ます。

　看護学科では、3 月は市民病院の医療従事者向け接種会場で、4 月
～ 8 月は市内３か所の集団接種会場（小松市民センター、こまつドー
ム、第一地区コミュニティセンター）で、主に経過観察や会場誘導な
どを行いました。　
　集団接種会場では、事前のリハーサルにも参加し、会場配置や運営
について細かな改善点を市に提案するなど、教員と学生が協働で、運
営のサポートにあたりました。

将来、医療従事者を目指す学生にとって、経
過観察ブースで看護師とともに行う市民の方
への対応は、安全・安心なワクチン接種とな
るために医療者が果たす役割を肌で感じる貴
重な経験になったと思います。
看護学科　中田 明恵 准教授

地域住民の皆さんと学生が協働することで何かが
生まれればと期待しています。地域社会が元気に
なることが何より大切です。
国際文化交流学科　杓谷 茂樹 教授　

ワクチン接種業務　看護学科応援実績
●小松市民病院　
　３月 27 日～ 30 日の４日間　学生延べ 11 人（1 年生）
●小松市集団接種会場（3箇所）　
　４月～ 8 月　延べ 122 回　教員・学生（３・４年生）365 人

ワクチン接種を応援
看護学科　教員・学生

サイエンスヒルズこまつで
子供たちの好奇心に応える

建機メーカー「コマツ」
発祥の地の活性化に取り組む
国際文化交流学科　杓谷ゼミ、地域実習

高齢ドライバーの
運転制御能力の可視化
生産システム科学科　梶原 祐輔 准教授

排便の研究に取り組む
新たな学会の設立
看護学科　德田 真由美 教授

こまつ市民大学

伝統工芸「九谷焼」を発信
国際文化交流学科　地域実習（中子富貴子准教授担当）

新型コロナ
ウイルス対策

学びを

サポート

地域
活性化

研究の

推進

第1回学術集会　

11月６日（土）・７日（日）開催

2 1



4 3

れ
ず
、
何
か
を
行
え
ば
必
ず
得
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
わ
り
を
気
に
し

な
い
で
突
き
進
み
ま
し
ょ
う
。

素
通
り
し
て
し
ま
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
力
学
的

に
証
明
で
き
る
の
が
、
振
動
現
象
の
面

白
み
と
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
の
造
り
に
目
覚
め
た
の
は
、
高

校
生
の
と
き
に
オ
ー
デ
ィ
オ
に
凝
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
大
学
院
を
卒

業
後
、
力
学
的
原
理
を
応
用
し
て
世

の
役
に
立
つ
も
の
を
創
造
す
る
と
い

う
目
標
を
持
ち
、
研
究
の
道
へ
進
み
ま

し
た
。
近
年
は
、
風
力
発
電
や
火
力

発
電
の
振
動
・
騒
音
測
定
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

機
械
振
動
の
原
理
に
つ
い
て
は
か
な

り
研
究
・
解
明
さ
れ
て
い
る
事
柄
が

多
く
、
こ
れ
か
ら
は
、
振
動
制
御
の
分

野
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
へ
の
エ
ー
ル

　

学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
２
点
。

「
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
」（
好
き
で

あ
れ
ば
上
達
す
る
で
あ
ろ
う
）
と
あ

る
よ
う
に
、
何
に
で
も
挑
戦
し
自
分

に
合
う
も
の
を
探
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。も
う
１
つ
は
、「
な
せ
ば
な
る
、

な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
事
も
、
な
ら
ぬ
は

人
の
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」。
失
敗
を
恐

不
思
議
を
原
理
で

証
明
す
る
面
白
み

　

機
械
振
動
と
は
異
な
り
ま
す
が
、

不
思
議
な
振
動
が
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
は
数
々
起
き
て
い
ま
す
。
風
に

よ
っ
て
窓
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
パ
タ
パ
タ

振
動
す
る
「
カ
ル
マ
ン
渦
」
や
、
水
を

つ
け
た
指
で
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
淵
を
こ

す
る
と
グ
ラ
ス
が
振
動
し
て
音
が
鳴

る
「
摩
擦
に
よ
る
自
励
振
動
」、
ブ
ラ

ン
コ
に
乗
っ
て
体
を
上
下
運
動
す
る
と

ブ
ラ
ン
コ
が
揺
れ
る
「
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ

ク
振
動
」
な
ど
、
日
常
の
景
色
と
し
て

た
め
、
振
動
の
抑
制
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　

私
は
、
機
械
工
学
の
中
で
も
振
動

を
専
門
と
し
、
な
ぜ
振
動
が
起
こ
る

の
か
原
因
を
究
明
し
、
さ
ら
に
、
機

械
や
構
造
物
の
振
動
を
抑
制
す
る
た

め
の
制
振
装
置
を
考
案
し
、
そ
の
性

能
を
最
大
に
す
る
た
め
の
条
件
を
見

出
し
て
い
ま
す
。
振
動
を
抑
制
す
る

手
段
に
は
、
防
振
や
免
振
、
制
振
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
「
イ
ン
パ

ク
ト
ダ
ン
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
制
振

装
置
、
す
な
わ
ち
振
動
す
る
構
造
物

に
小
さ
な
物
体
を
周
期
的
に
衝
突
さ

せ
て
振
動
を
抑
制
す
る
装
置
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

教
／

員
／

紹
／

介

物
体
の
振
動
現
象
を

探
求
す
る

　

私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
に

囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
機

械
が
動
く
際
の
振
動
や
そ
れ
に
伴
う

騒
音
は
、
人
間
に
は
不
快
感
を
与
え
、

ま
た
機
械
そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
、

疲
労
破
壊
や
摩
擦
な
ど
の
損
傷
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
も

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
身
近
な
振
動
は

「
洗
濯
機
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例

え
ば
、
工
場
で
使
用
す
る
よ
う
な
大

型
機
械
が
振
動
す
れ
ば
、
機
械
の
寿

命
に
影
響
す
る
だ
け
で
な
く
、
騒
音

に
よ
る
働
く
人
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

問
題
も
よ
り
複
雑
化
・
深
刻
化
す
る

K
O

M
A

T
S

U
 

U
N

I
V

E
R

S
I

T
Y

　
最
近
、
テ
レ
ビ
の

外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
に

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
つ
な
ぎ
、
古

い
レ
コ
ー
ド
の
音
楽

を
聴
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

な
つ
か
し
い
音
楽
を

聴
く
時
間
が
、
大
事

な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
で
す
。

Yoshio Iwata岩
い わ

田
た

 佳
よ し

雄
お

 教授
（生産システム科学科）

二次元振動測定装置による測定の様子

　各キャンパスの保健管理センターでは、公認心理師
による学生相談を行っています。学生の家族からの相
談にも応じます。相談内容については秘密厳守します。

問い合わせ／保健管理センター　☎︎ 0761-48-3255

【相談日時】　
月曜〜水曜　13 時〜 18 時
金曜　　　　14 時〜 19 時

【申込方法】　
いずれかの方法で予約してください。
①電話　☎ 0761-48-3255 
② E メール　health@komatsu-u.ac.jp
③直接、保健管理センターで申し込み

学生相談保健管理センター
ひとりで悩まず　気軽に相談を

新しい国際交流のカタチ
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により海外渡航が制限される状態が続く中、オンラインを活
用し、語学力アップや国際感覚の醸成、異文化理解を深めるさまざまな機会を創出しています。

★海外協定校とのオンライン交流

　海外の大学等との交流協定の締結は、令和３年９月時
点で15件（大学間：9件、部局間：５件、その他：１件）と、
国際交流のネットワークを広げています。
　協定校との連携協力により、語学研修や相互講義、文
化交流、学生交流などを実施しています。

●英会話カフェ、中国語カフェの開催
３月23日（火）、８月30日（月）　ほか
　小松市国際交流協会と連携し、市内在住の外国人をゲ
ストに招き、会話や異文化体験を実施。
　また、金沢市出身のブロードウェイ俳優　由水南さん
によるオンラインセミナーなど、幅広い価値観に触れ、
モ チ ベ ー シ ョ ン の
アップにつながるプ
ログラムを企画して
いる。

●‌�モンクット王立工科大学トンブリー校産業教
育技術学部（タイ）とオンライン交流会（生
産システム科学部）

３月１日（月）開催
　タイの学生や教員に、生産システム科学部の教員が学
部紹介や南加賀地域の産業紹介、研究内容に関するセミ
ナーを実施。

●‌�東南大学（中国）中国語サマースクール
８月23日（月）～９月３日（金）
　学生 10 人が参加。中国語のほか、中国文化などに関
する講義も行われた。

オンライ
ン

で

つながる

   交流事業等の実績や詳細は、大学 HP のニュース欄に随時アップしています。
 国際交流に関する問い合わせ／国際交流センター（担当：総務課）　 global@komatsu-u.ac.jp

★その他交流、英語カフェプログラム

●‌�京都アメリカ大学コンソーシアムの学生との
ディスカッション「差別と不正義の克服に向
けて」

７月19日（月）開催
　 学 生 8 人 が 参 加。
米国からの参加者５
人と、米国における
人種差別や日本にお
けるヘイトクライムの
根本原因、差別をなくすための広範な社会運動やキャン
パスでの取り組みなどについて議論した。

●‌�オースティン・ピー州立大学（アメリカ合衆国）
主催「Nashville Cherry Blossom 　　�
Conference 2021」で桜の魅力を発表

４月７日（水）開催　
　学生 8 人が参加。桜をテーマに、桜を使った料理や菓
子、日本画や伝統芸能の中で扱われる桜などについて、
英語でプレゼンテーションを行った。

th
e  bes t .

私の
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　令和２年度の学業成績が特に優秀だったとして、各学科から推薦され
た下記 65 人が学長表彰に選ばれました。

【生産システム科学科】（18人）
金田和磨、竹内聡太朗、近澤光太、村田愛莉、横山拓海、吉川晃太、
内呂匡希、近藤悠介、白木嵐樹、田代艶和、田辺大騎、安多遼悟、
浅川航輝、石原保、新村隆、西川茉那、宮野夢生、與三野翔

【看護学科】（15人）
大渕麻由、京谷茜、鞍留佳菜、林田光、綿貫有花、淺沼絢花、飯川柚紀、
奥薗美咲、下東夕真、原田楓伽、木下愛深、辻口詩乃、長島由佳、
長谷川万莉、柳下文音

【臨床工学科】（19人）
飯塚亮太、奥村詩音、小鮒友美、髙橋沙耶、西村愛佳理、牧野美奈、
嶺井一輝、岩折銀路、小笠原輝、高倉美来、平田友哉、宮野佑也、
渡澤直樹、木下日菜、三之瀬幸季、中村颯汰、中山はる菜、野崎桜花、原彩帆

【国際文化交流学科】（13人）
髙橋優大、西田優希、西谷佳名恵、藤木菜緒、溝邊幹太、小室春佳、
五艘未来、濱田茜、八木茉陽、石上ももこ、石川莉子、泉智華、南向日葵

2021年 2 月～ 8月

　７月 17 日（土）３キャンパスで「オープンキャ
ンパス 2021」を開催し、約 270 人の参加者が、
学科説明や模擬授業、模擬演習、キャンパス見学な
ど様々なプログラムを体験しました。
　各会場では、学生スタッフが受付や誘導を行った
ほか、進学相談や学生交流コーナーでは、参加者か
らの学生生活に対する質問や相談に応じました。

　４月２日（金）こまつ芸術劇場うららにて、令和
３年度入学宣誓式を執り行い、生産システム科学科
83 名、看護学科 52 名、臨床工学科 33 名、国際文
化交流学科 80 名、合計 248 名が入学しました。
昨年度に引き続き、出席を新入生と学内関係者、一
部の来賓のみとし、座席間隔の確保や出席者の検温・
手指消毒、ホールの換気など、新型コロナウイルス
対策を徹底した上で開催しました。
　山本学長による入学許可の後、国際文化交流学科
の中田彩文さんが登壇し、「大学生としての本分を
自覚し、勉学に励むことを誓います」と入学生を代
表して宣誓を行いました。
　学長告辞、理事長式辞、小松市長式辞の後、高野
哲郎小松市議会議長の祝辞がありました。また、山
崎直子学長特別補佐（宇宙飛行士）からは、「こう
した時だからこそ、遠くの地平線をみること、心を
広く持つことをぜひ忘れないでほしい。そして、自
分自身に制限をかけないこと。自由になるというこ
とは、自分の軸を持つことであり、大学での学びの
中でそれぞれの軸を培い、強さ、そして自由になる
ための糧としてほしい」と、新入生へエールが送ら
れました。

★	学生スタッフも活躍
	オープンキャンパス2021

★	新入生248人が入学
	令和3年度入学宣誓式

7
17

（土）

４
２

（金）

　4 月 10 日（土）、新入生を対象に、学生同志及び
学生教員間の交流と親睦を深め、大学生活のスター
トをスムーズに切れるよう、「きずな合宿」（新入生
交流会）を開催しました。
　学部別に３つのキャンパスに分かれ、キャンパス
ツアーや自己紹介、上級生との座談会、レクリエー
シ ョ ン な ど、
４年間共に学
ぶ仲間や先輩、
教員と楽しい
時間を過ごし
ました。

○生産システム科学科　
　　　　　上田芳弘（教授）、坂本一磨（助教）
○国際文化交流学科　　
　　　　　朝倉由希（准教授）

★	レクリエーションなどで交流
	きずな合宿（新入生交流会）

★	令和３年度新規着任教員

臨床工学科、国際文化交流学科　表彰式

★	学長表彰　受賞者一覧

おめでとう！

輝く小松大生2021 年９月～ 2022 年３月

  スケジュール

入学宣誓を行う中田さん

学長告辞

国際文化交流学科
中国語の模擬授業

臨床工学科
医療機器の展示・解説

４
10

（土）

2021 年

 ～9月30日（木）
　夏季休業

 10月1日（金）
　後期授業開始
　※履修登録は、10月14日（木）まで

 10月23日（土）
　大学祭「青松祭」

 10月24日（日）
　市民公開フォーラム

 11月13日（土）
　学校推薦型選抜（地域推薦）、
　社会人選抜

 12月27日（月）～１月６日（木）
　冬季休業

2022 年

 １月15日（土）・16日（日）
　大学入学共通テスト

 2月３日（木）～16日（水）
　後期試験（補講・試験予備日含む）

 ２月５日（土）
　学校推薦型選抜（一般推薦）

 ２月17日（木）～３月31日（木）
　春季休業

 ２月25日（金）
　一般選抜（前期日程）

 ３月９日（水）
　一般選抜（中期日程）

 ３月23日（水）
　学位記授与式

第１種ＭＥ技術実力検定試験合格
（（公社）日本生体医工学会）
稲葉悠斗さん（臨床工学科 4 年）
　ME とは「Medical engineering」の略称で、「医
用工学」を意味します。 ME 技術実力検定試験に
は第 1 種と第 2 種があり、 第 2 種は医療機器の保
守や安全管理に関する基礎知識や、技術の質量を
測る試験です。 第 1 種は第 2 種の技能に加え、
医療従事者に対して適切な教育や指導を行なう技能も求められます。毎回
2 ～ 3 割の合格率しかなく、在学中の合格は快挙と言えます。

東京2020オリンピック聖火ランナー
土橋香乃さん（国際文化交流学科 4 年）

　5 月 30 日（日）、出身地である
福井県あわら市内で行われた東京
2020 オリンピック聖火リレーで
ランナーを務め、聖火をつなぎま
した。

5月30日（日）
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区分 出願期間 試験日 合格発表 入学手続期限

学
校
推
薦
型
選
抜

地域推薦
（市内、県内）

11月１日（月）
～５日（金） 11月 13日（土） 12月１日（水） 12月 10日（金）

一般推薦 12月 14日（火）
～22日（水）

令和４年
２月５日（土）

令和４年
２月 10日（木）

令和４年
２月 18日（金）

一
般
選
抜

前期日程
令和４年

１月 24日（月）
～２月4日（金）

令和４年
２月 25日（金）

令和４年
３月５日（土）

令和４年
３月 15日（火）

中期日程
令和４年

３月９日（水）
令和４年

３月 20日（日）
令和４年

３月 26日（土）

社会人選抜 11月１日（月）
～５日（金） 11月 13日（土） 12月１日（水） 12月 10日（金）

令和４年度
（2022 年度）  公立小松大学入学者選抜試験

青
せ

い

松
しょう

祭
さ い

一般選抜は、インターネットを利用したWeb出願のみになります。
各試験の募集要項は、９月以降にホームページで順次発表予定です。

学　　部 学　　科 入学定員

選抜区分と募集人員
一般選抜 学校推薦型選抜

社会人
選抜前期日程 中期日程 一般推薦

地域推薦
市　内 県　内

生産システム科学部 生産システム科学科 80 40 20 7 6 7 ―

保健医療学部
看護学科 50 30 8 2 5 5 若干名※

臨床工学科 30 17 5 3 2 3 若干名※

計 80 47 13 5 7 8 若干名※

国際文化交流学部 国際文化交流学科 80 35 25 7 7 6 ―
合　　計 240 122 58 19 20 21 若干名※

大学入学共通テスト 課す 課す 課さない

（単位：人）

※社会人選抜の募集人員は、各学科の一般選抜の内数とします。

日時
後日、アーカイブ動画も配信予定
10月23日（土）13：00〜  Twitter:@seishousai

Instagram:@seishousai_komatsu

在学生はもちろん、地域の方々にも楽し
んでもらえるイベントが盛りだくさん。
皆さんぜひご参加ください！

公立小松大学祭「第４回青松祭」

サークル発表、キャンパス紹介、学術企画、
小松市の名所紹介、キーワードクイズ　等
詳細はホームページで順次公開します。

◀ 問い合わせ ▶　中央キャンパス  学生課　☎ 0761-23-6610

オンライン開催

今年のテーマは、
United Power

～力を一つに～

青松祭実行委員




